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企
業
見
学
～
小
学
校
高
学
年
生
の
取
組
～

 

去
る
十
二
月
五
日
（
金
）、
塩
尻
市
立
塩
尻
西
小
学
校
六
年

二
組
（
担
任
：
中
野
邦
彦
教
諭
、
児
童
数
二
三
名
）
は
、
学

校
に
隣
接
す
る
ニ
デ
ッ
ク
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社 

塩
尻

事
業
所
（
所
長
：
原
義
明
氏
）
に
て
企
業
見
学
を
実
施
し

た
。

　
実
施
の
き
っ
か
け
は
、
児
童
が
抱
い
た
「
あ
の
工
場
で
は

何
を
作
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
働
い
て
い
る
の

か
」
と
い
う
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
同
社
で
は
コ
ロ
ナ
禍
以

前
、
他
校
の
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
た
も
の
の
、
近
年
は
途

絶
え
て
い
た
。
事
業
所
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
を
通
じ
て
同

校
の
児
童
と
挨
拶
を
交
わ
す
機
会
は
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
深

い
交
流
を
も
ち
た
い
と
い
う
意
向
も
あ
り
、
双
方
の
希
望
が

合
致
し
て
今
回
の
見
学
が
実
現
し
た
。

　
学
校
と
事
業
所
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ
で
は
、「
見
学
し

て
終
わ
り
」
に
せ
ず
、
探
究
的
な
学
び
に
繋
げ
る
た
め
の
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
た
。
事
前
学
習
で
は
、
ま
ず
同
社
が
手
掛
け

るFA

（
生
産
工
程
の
自
動
化
機
器
）
の
う
ち
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
包
装
を
フ
ィ
ル
ム
包
装
に
代
替
す
る
機
器
に
着
目
。
児

童
は
「
日
常
の
製
品
を
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ル
ム
包
装
化
す
れ

ば
環
境
負
荷
を
低
減
で
き
る
か
」
と
い
う
提
案
を
検
討
し
た

ほ
か
、
働
く
人
の
思
い
を
引
き
出
す
た
め
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

内
容
を
考
案
し
た
。

　
当
日
は
約
二
時
間
に
わ
た
り
製
造
工
程
を
見
学
し
た
。
各

工
程
に
は
説
明
パ
ネ
ル
が
用
意
さ
れ
、
担
当
者
が
丁
寧
に
解

説
。
特
に
、
出
荷
直
前
のFA

を
実
動
さ
せ
る
場
面
で
は
、

児
童
た
ち
は
引
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
た
。

　
見
学
後
の
社
員
と
の
交
流
会
で
は
、「
ど
の
よ
う
な
思

い
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
社
員

か
ら
は
「
自
分
の
手
掛
け
た
機
器
が
滞
り
な
く
動
く
こ
と

を
第
一
に
考
え
て
い
る
。
不
備
が
あ
れ
ば
大
き
な
影
響
が

出
て
し
ま
う
た
め
」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
り
、
児
童
は
働

く
大
人
の
責
任
感
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
後
、
六
年
二
組
で
は
事
後
学
習
と
し
て
学
ん
だ
内
容

を
壁
新
聞
に
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
を
行
う
。

二
月
の
保
護
者
参
観
日
に
は
、
事
業
所
関
係
者
を
招
い
て

の
発
表
会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

児童の声

塩尻西小学校
中野先生

　ニデックプレシジョンでは、
半導体を作る機械とか、いろい
ろななものを作っていることが
わかりました。生活に欠かせな
いものを作っているのはすごい
と思いました。

　ニデックプレシジョンが近く
にありながらも、どんな会社で、
どんな仕事をしているのか知り
たいと学習を始めました。実際
にお仕事を見たり、働く方々の
お話を聞いたりすることで、子ど
もたちの視野が広がったのでは
ないかと思っています。

企
業
見
学
の
感
想

幸
福
と
自
己
決
定
に
つ
い
て

　
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
の2020

年
の
発
表
に
よ
る
と
、

思
春
期
に
形
成
さ
れ
た
価
値
意
識
が
、
高
齢
期
の
人
生
満
足

度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を
予
測
で
き
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、「
金
銭
や
安
定
し
た
地
位
」
を
重
視
す
る

外
発
的
価
値
意
識
と
、「
興
味
や
好
奇
心
」
を
重
視
す
る
内

発
的
価
値
意
識
の
影
響
を
調
査
し
て
い
る
。
自
己
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
力
が
高
い
層
で
は
、
ど
ち
ら
の
価
値
意
識
を
持
っ
て
い

て
も
将
来
の
人
生
満
足
度
に
大
き
な
差
は
な
い
が
、
自
己
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
力
が
低
い
層
で
は
、
外
発
的
価
値
意
識
を
強
く

持
っ
て
い
た
人
の
将
来
的
な
満
足
度
が
顕
著
に
低
く
な
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
か
ら
、
若
者
に
対
し
て
経
済
的
成
功
や
安
定
の

み
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
興
味
や
好
奇
心
を
育

む
教
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会
の

実
現
に
向
け
た
重
要
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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